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の年平均気温と暖かさの指数について緯度との関係を図 -3
に示した。ここで暖かさ指数とは，月平均気温から 5℃を
差し引いて 1年（12 か月）を積算した値である。年平均気
温，暖かさ指数ともに緯度と極めて高い相関を示した。なお，
調査地の各調査年次における平均気温は表 -3 に示す通り，
1978 年に比べて 1980，1981 年は冷夏であった。

以降の計画
次号以降次の項目について取り上げる予定である。
草型，稈・葉の形状，穂・小穂の形状，早晩性，発芽特性，
生育特性，温度反応，暖地における種間差異。
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令和3年産　原料用ばれいしょ・原料用かんしょ・
てんさい・さとうきびの生産費

統計データから

表　令和３年産　原料用ばれいしょ・原料用かんしょ・てんさい・さとうきび生産費

令和 3年産の 10 ａ当たりの生産費（資本利子・地代全額
算入）をみると，九州・沖縄を主産地とする原料用かんしょ
156,626 円，さとうきび 149,014 円に対して，北海道を主産
地とするてんさい 108,274 円，原料用ばれいしょ 100,304 円
と，前者の生産費が高い。
この傾向を経営概況からみると，１経営体当たりの作付面積
については，さとうきび 140.2 ａ，原料用かんしょ 115.3 ａ
に対して，てんさい，原料用ばれいしょはそれぞれ 832.5 ａ，
636.2 ａと 5～ 6倍も作付規模が大きい。加えて，10 ａ当た

り労働時間については，原料用かんしょ 57.41 時間，さとう
きび 37.67 時間は，てんさい 10.93 時間，原料用ばれいしょ
8.65 時間に比べてより多くの労力を要している。
したがって，原料用かんしょ，さとうきびは 10 ａ当たり

の費用のうちで，労働費の占める割合が最も高く，それぞれ
56％，35％を占めている。一方，原料用ばれいしょでは農機
具費，てんさいでは肥料費の占める割合が最も高い。
また，農業薬剤費は押しなべて物財費の 15％を占めている

が，さとうきびはやや低く10％程度となっている。　　（K. O）
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